
相模原キャンパス 

所在地 
交通機関のご案内  
●JR横浜線「淵野辺」南口下車、神奈川中央交通バス（2番乗り場） 
 「淵36または淵37青葉循環淵野辺駅南口」行き「市立博物館前」下車 
 または徒歩 20分 
●小田急線「相模大野」北口下車、神奈川中央交通バス（5番乗り場） 
 「相０２相模原駅」行き「宇宙科学研究本部」下車 

 東京から約40km西方に位置し、丹沢山地をのぞむ静かな環境に囲
まれた相模原キャンパスでは、太陽の活動や月・惑星、ブラックホール、
銀河の成り立ちなど、宇宙に関するさまざまな謎を研究しています。キ
ャンパス内には研究・管理棟、研究センター棟、そしてロケット・人工衛
星搭載機器の基礎開発／試験を行う特殊実験棟などが設置されてい
ます。 
 相模原キャンパスの大きな特徴のひとつは、全国の大学の共同利用
システムの役割も担っていることです。これは各地で活動をしている
宇宙科学の研究者たちの頭脳を結集できるよう配慮された重要なシ
ステムであり、今後もさまざまな計画の策定と実行に、全国の大学の研
究者たちの知恵が活かされていくことが期待されています。 

概要 
【主な設備】 
●研究・管理棟 
●研究センター棟 
●飛翔体環境試験棟：磁気シールド室、スペー
 スチェンバー、クリーンルームなど 
●構造機能試験棟：ロケット各部や衛星構体の
 強度、ノーズフェアリング等の機能試験 
●特殊実験棟：各種風洞、スペース・プラズマ実
 験施設、宇宙放射線実験設備、粒子較正装置、
 無重力落下試験設備・電波無響室など 
 

【面積】 
総敷地面積 
73,001平方メートル 
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見 学 
一般の方々に研究活動を知っていただけるように、ロケット、衛星、ローバな
どの模型を展示しています。 
見学の申し込み（団体）・問い合せは下記まで。 
●開館時間 
　午前9時45分～午後5時30分 
●休館日　年中無休
　臨時休館日がありますので、
　お問い合わせ下さい。
●申し込み・問い合わせ 
 相模原キャンパス広報係 
 TEL 042-759-8008 
 FAX 042-759-8440 
●一般公開 
 相模原キャンパスでは、夏休み期間 
 中の1日間一般公開を行います。 
 

相模原キャンパス 
〒229-8510  神奈川県相模原市由野台3-1-1
TEL:042-751-3911 FAX:042-759-8440
相模原キャンパスホームページ 
http://www.isas.jaxa.jp/j/about/center/sagami/sagami.shtml 
 
広報部 
〒100-8260  東京都千代田区丸の内1-6-5  丸の内北口ビルディング2F

TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910
JAXA ホームページ http://www.jaxa.jp
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小惑星探査ロボット 月惑星探査ローバ 

三陸大気球観測所全景 

運用管制室 

 

クリーンルーム 

スペースプラズマチェンバー 

遷音速風洞（手前）　超音速風洞（奥） 

宇宙の謎を解明し、新たな可能性を探るために、さまざまな研究活動を行っています。 

■研究・管理棟 
　本部となっている管理棟は本部長室、研究系の各研究室と科学推進部が
置かれ、相模原キャンパスの中核的役割を果たしています。 
 
 
 
 
■研究センター棟 
　さまざまな分野の研究に使用されている大型計算機室、運用管理室があ
ります。運用管理室は、相模原キャンパスの関連施設である臼田宇宙空間
観測所と内之浦宇宙空間観測所を地上管制局として、これまで打ち上げら
れた地球周回衛星、惑星探査機の運用を行っています。 
 
 
 
■飛翔体環境試験棟 
　科学衛星や観測ロケットを打ち上げるための一連の性能・機能を確認す
る試験も、ここ相模原キャンパスで行われています。飛翔体環境試験棟には、
振動・衝撃・動釣合などの試験が行われる機械環境試験室、飛翔の宇宙空
間における磁気的特性を測定する磁気シールド室、真空の宇宙環境を作り
だして熱真空試験を行うスペースチェンバー室、常に高度のクリーン度が
保持されているクリーンルームがあります。 
  
■構造機能試験棟 
　構造機能試験棟は、ロケット各部や衛星構体の強度、剛性試験とロケット
各段間接手、ノーズフェアリングなどの機能・試験を行っています。強度、剛
性試験のためには幅5～6m、長さ12m、高さ8mの定盤面を持つテストス
タンド・油圧荷加重負荷装置、計測装置が設置されており、将来、衛星構体用
テストスタンドも設置する予定です。 
　機能試験はロケット各段間接手の分離試験、ノーズフェアリングの開頭試
験、サブブースタ分離試験などを行うものです。スピンテーブルとそれを中
心とする半径15mの空間、吊上装置および高速度カメラ用照明などが設
置されています。 
 
■特殊実験棟 
　実験室における宇宙理工学実験を行うところで、ロケット、人工衛星搭載
機器の基礎開発／試験、宇宙の諸現象のシミュレーション実験並びに宇宙
理工学における基礎研究などを大型特殊実験設備によって行うことにより、
飛翔体を用いた宇宙科学研究を支えています。主要な装置として各種風洞、
スペースプラズマ実験施設、宇宙放射線実験設備、粒子校正装置、無重力落
下試験設備などがあります。 
 
 
■風洞実験棟 
　ロケットや宇宙飛翔体などの高速飛行に関する空気力学基礎研究、開発
研究や飛翔前試験などを行うことを目的としており、空気源設備、遷音速風
洞、超音速風洞および計測システムで構成されています。遷音速風洞は
0.3～1.3のマッハ数範囲を、また超音速風洞は1.5～4.0の範囲を連続的
にカバーしています。各風洞の測定部は一辺60cmの正方形断面を持ち、
実飛行状態に相当する高速気流を実現して各種模型に働く空気力や圧力
分布の測定および流れ場の光学的測定、観測などを行います。 

研究施設の役割 研究施設 

■月惑星探査センター 
　月惑星探査センターは月や惑星への探査計画の検討や、先進的な探査
機の技術研究開発と試作・実用化を行うため、宇宙科学研究本部や他の
JAXA本部の研究者らで構成する組織です。 
　外部の大学や企業等の研究者とともに共同研究を行い、これら探査機の
高機能化を進め、特に新しい観測器や自律的な機能をもったハードウェア
開発、実際的な探査計画の検討など実応用を意識した技術研究開発を行っ

ています。 
 

■大気球観測センター 
　大気球による科学観測は、数十kgから数百kgの観測器を高度30～
50kmまで浮遊させて行います。世界に先駆け我々が開発した厚さ3.4マ
イクロメートルの超薄膜ポリエチレンフィルムで製作した気球が、平成14
年高度53kmまでの飛翔に成功し、世界最高高度を更新しました。 

■宇宙科学情報解析センター 
　科学衛星から得られる情報量は近年急速に増大しており、膨大な衛星デ
ータの処理と大規模な科学衛星データベースの構築が必要となっています。
また近年はネットワークを利用した観測データの国際的な相互利用の重要
性が高まっています。 
　本センターでは科学衛星観測データの収集・編集・公開と高速計算機の
共同利用により、全国研究者によるデータ解析とシミュレーション研究を推
進しています。 

■大学院教育交流センター 
　JAXAにおいて、大学院教育事業は中期計画の大きな柱のひとつとなっ
ています。具体的には、旧宇宙科学研究所が行ってきた2つの事業、すなわ
ち、総合研究大学院大学との緊密な連携・協力による大学院教育、東京大
学大学院理学系・工学系研究科との協力などによる大学院教育を宇宙科
学研究本部で実施することになります。 
　また、特別共同利用研究員制度、連携大学院制度等を利用し、その他大
学の要請に応じた宇宙・航空分野における大学院教育への協力を行うこと
になります。大学院教育交流センターは、これらの大学院教育への協力に
関し、組織を代表して対外的な窓口業務を行うことになります。 
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